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　今回の学校だよりは、、保健体育科「ダンス発表会」、音楽科「筝」の授業風景、ぜんざい会、

３月の行事予定、なるほどthe World!です。

ふるさとを愛し、

自信と誇りをもち

未来を拓く子どもの育成かなやま 学力･心力
体力･労力

文責 校長 横山

１月１５日（木）から、１月の月曜日と木曜日の５回にわたって、授業協力者の井上幸子先生に今年度も

ダンスの指導をしていただきました。井上先生は県内外で活躍されており、東京在住時代は数多くのミュー

ジカルやテレビのバックダンサーを務められた経験を持たれています。

ご指導いただいた期間は短かったですが、その限られた時間の中で一つのダンスを作り上げることで「表

現力」、「協働する力」に磨きがかかりました。

２日（月） いじめ・いのちを考える日

卒業式練習④

３日（火） 県立一般選抜（１日目）

先輩に学ぶ会③④（２年生）

４日（水） 県立一般選抜（２日目）

５日（木） ３年生修了式②

３年生を送る会⑤

卒業式練習・準備

６日（金） 第79回 卒業証書授与式

給食なし

11日（水） 一般選抜合格発表

生徒会委員会

ホンホン読み語り（今年度ラスト）

13日（金） 小学部卒業式

15日（日） 県一斉部活動休養日

16日（月） 各部委員会

17日（火） 授業参観⑤

学級懇談会（１、２年生）15:10～

18日（水） 人権集会

19日（木） 大掃除④

※10日（火）、12日（木）、17日（火）

大掃除までの重点掃除

20日（金） 春分の日

24日（火） 環境ゴール宣言

修了式

辞任式

25日（水） 春季休業～

２月５日（木）に、日本の伝統楽器に親しむ授業として、筝の授業が行われました。講師の先生は、小川

朗子先生です。小川先生には毎年、指導を通して筝の魅力を届けていただいています。

18日（水）に、地域の方から受験を控えた生徒たちを含め全員に温かい「ぜんざい」が振る舞われました。

ぜんざいは、漢字で「善哉」と書きます。これは仏教の言葉で「素晴らしい」「実によい」という、相手を褒め称える

意味を持っています。また、小豆の赤色には「厄除け」の力があるとされ、古くから健康を祈る行事に欠かせないも

のでした。

生徒たちは、お餅のような「粘り強さ」で最後まで諦めないこと、そして「善き（良き）ご縁」があることを願いなが

ら、いっぱいの温かさに心を解きほぐしていました。日ごろから地域の皆様から頂いている深い愛情をエネルギーに

変え、いよいよ受験本番に向かいます。温かいご支援、本当にありがとうございました。



　次号は、「卒業」をテーマにした特集を予定しています。

２月と言えば、日本では「節分」や「バレンタイン」が有名ですが、世界に目を向けると、この時期にはユニークな行事が

たくさんあります。今回は、そのうち２つを紹介します。

●動物が天気を予報⁉「グラウンド・ホッグデー」 アメリカ・カナダ

アメリカやカナダでは、２月２日に「グラウンドホッグ（ウッドチャック）」というリスの仲間の動物を使って、

春がいつ来るかを占う習慣があります。

やり方はとてもユニーク。冬眠から目覚めたグラウンドホッグが巣穴から

出てきたとき、「自分の影」を見るかどうかで決まります。

・影が見えたら：驚いて巣に戻ってしまうので「冬があと６週間続く」

・影が見えなかったら：外にとどまるので「春はもうすぐそこ！」

ちなみに、今年の結果は、もう少し冬が続くとの予想でした・・・

●夜空を埋め尽くす光の願い「ランタンフェスティバル」 台湾

台湾では、旧正月の締めくくりとして「元宵節（げんしょうせつ）」という行事が行われます。

特に有名なのが、大きな紙の提灯（ランタン）に自分の願い事を書き、

夜空へ一斉に放つ「平渓天燈祭」（へいけいてんとうせつ）です。

数百、数千のランタンが夜空に昇っていく様子は、息をのむほど幻想的。

もともとは村の無事を知らせる合図だったそうですが、今では世界中から

人が集まる平和の祈りのイベントになっています。


